
６月定例会の概要 2

市政に対する一般質問 4

議員提出意見書 9

常任委員会レポート 10

平成25年7月15日

No. 42No. 42No. 42

　この時計は、上山梨第二土地区画整理事業の終了記念
に設置されたものです。山梨祇園祭の山車や人形の衣装
などが細かく再現され、一定の時刻になると屋根がせり
上がって山車が現れ、360度回転しながらお囃子が始
まります。
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防災対策特別委員会など3特別委員会を設置
　市議会は、6月定例会を6月3日から6月21日までの19日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成25年度一般会計補正予算をはじめ、袋井市副市長定数条例の一部改正や財
産の取得など17議案と1件の報告、議員から提出された5議案が上程され、採決の結果、いずれも
原案のとおり可決・同意しました。
　なお、市政に対する一般質問では、10人の議員が市長の見解をただしました。

6月
定例会

ゲリラ豪雨などによる水害に備え行われた水防演習（太田川原野谷川治水水防組合）ゲリラ豪雨などによる水害に備え行われた水防演習（太田川原野谷川治水水防組合）

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
本
年
度
末
に
「
宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ

め
と
す
る
21
施
設
の
指
定
管
理
委
託
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
、

新
規
に
「
風
見
の
丘
」
を
含
め
た
22
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
5
年
間
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

・
宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
4
6
9
万
円

・
市
民
体
育
館
ほ
か
10
施
設
指
定
管
理
委
託
…
…
…
…
…
2
億
5
8
0
0
万
円

・
袋
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か
4
施
設
指
定
管
理
委
託

                          　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
7
億
7
5
8
0
万
円

・
笠
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
2
施
設
指
定
管
理
委
託

                          　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
1
億
4
4
6
0
万
円

・
可
睡
寮
指
定
管
理
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
億
2
0
0
0
万
円

・
田
原
農
村
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
委
託
…
…
…
…
…
…
1
2
5
万
円 

　
　

債
務
負
担
行
為
と
は

1
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　

条
例
（
主
な
も
の
） 

●
袋
井
市
長
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

現
市
長
の
今
任
期
に
係
る
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め

に
、
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

現
副
市
長
の
任
期
の
満
了
を
も
っ
て
2
人
制
か
ら
1
人
制
へ
改
め
る
も
の

で
す
。
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●
袋
井
市
風
見
の
丘
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

風
見
の
丘
に
つ
い
て
、
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営
へ
の
移

行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

人　

事
（
主
な
も
の
） 

●
副
市
長

　
　

任
期
満
了
に
伴
い
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

・
吉
岡　

伸
夫 

（
神
長
南
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

●
農
業
委
員
会
委
員

　
　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
に
推
薦
し
ま
し
た
。

　

・
秋
田　

稔
（
西
区
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

　

選　

挙 

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ
り

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

・
岡
本　

勝
美
（
梅
山
）　
　
　

・
安
間　

啓
一
（
太
郎
助
）

　

・
柴
田　

隆
幸
（
菅
ヶ
谷
）　
　

・
日
吉　

浩
（
山
科
下
）

　

・
長
野　

正
路
（
清
水
町
）　
　

・
太
田　

浩
（
春
岡
）

　

・
竹
内　

靖
惠
（
上
町
）　
　
　

・
金
原　

ふ
み
子
（
菩
提
）　

※
敬
称
略

　

そ
の
他 

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）
三
川
公
園
整
備
事
業
用
地
と
し
て
、
友
永
地
区
の
土
地
を
取
得
す

る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

所
在
地　
　
　
　

袋
井
市
友
永
字
神
増
作
1
3
9
番
地
の
1
ほ
か
6
筆

　
　

面　

積　
　
　
　

1
万
2
1
7
1
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

買
収
予
定
価
格　

4
0
7
8
万
5
5
2
4
円

　

議
員
提
出
議
案 

●
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
2
月
に
提
出
さ
れ
た
、
「
議
会
改
革
に
関
す
る
提
言
の
協
議
結

果
」
を
受
け
、
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
目
的
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。
（
定
数
10
人
）

●
地
域
医
療
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
の
推
進
と
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
聖
隷
袋

井
市
民
病
院
の
安
定
経
営
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
し
ま
し
た
。
（
定
数
10
人
）

●
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
に
基
づ
き
、
袋
井
市
地
域
防
災
計
画
及
び
そ

れ
に
付
随
す
る
各
種
計
画
の
見
直
し
並
び
に
原
子
力
災
害
に
伴
う
広
域
避
難
計

画
等
の
策
定
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
ま
し

た
。
（
定
数
20
人
）

□6月定例会の概要

議会改革特別委員会
◎委員長　大場正昭　○副委員長　廣岡英一
　委　員　山田貴子　　委　員　寺田　守
　委　員　沼上賢次　　委　員　戸塚哲夫
　委　員　鈴木弘睦　　委　員　伊藤謙一
　委　員　戸塚文彦　　委　員　髙木清隆

地域医療特別委員会
◎委員長　寺井紗知子　○副委員長　兼子春治
　委　員　秋田　稔　　委　員　村松　尚
　委　員　永田勝美　　委　員　田中克周
　委　員　大庭通嘉　　委　員　高橋美博
　委　員　大石重樹　　委　員　岡本幹男

防災対策特別委員会
◎委員長　永田勝美　○副委員長　田中克周
　委　員　(正副委員長を除く全議員)
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市
長
公
約
「
国
保
税
の

負
担
軽
減
」
の
具
体
化
は

市
の
国
保
税
額
は
県
下
で
も
上

位
に
あ
り
、
近
隣
の
磐
田
市
や
掛
川

市
に
比
較
し
て
高
い
。
そ
の
要
因
を

ど
う
考
え
る
か
。

直
近
の
平
成
24
年
度
で
は
一
人

当
た
り
調
定
額
は
県
内
35
市
町
で
16

番
目
、
23
市
中
13
番
目
と
中
位
に
位

置
。
近
隣
市
町
と
の
税
率
の
差
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
差
が

要
因
と
考
え
る
。
国
保
税
だ
け
比
較

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

全
般
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
来
国
が
や
る
べ
き
も
の
を
市

が
補
う
の
は
仕
方
が
な
い
。

　

し
か
し
、更
な
る
税
金
の
投
入
は
、

他
の
保
険
制
度
も
あ
り
、
む
や
み
自

由
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
繰
り
入
れ

は
制
度
の
中
で
実
施
す
べ
き
で
、
お

の
ず
と
制
限
が
あ
る
。

「
国
保
の
広
域
化
」
へ
の
見
解

と
そ
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
保
険

料
の
平
準
化
を
図
り
、
国
保
制
度
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
広
域

化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。現
在
、

国
の
会
議
や
県
市
町
の
連
絡
会
議
に

お
い
て
、
財
政
安
定
化
や
保
険
者
規

模
別
の
収
納
率
目
標
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
負
担
の
公
平
化
に

よ
り
保
険
料
が
大
幅
に
増
減
す
る
自

治
体
が
で
き
る
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

国
際
交
流
に
明
確
な
目
的
意
識
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

毎
年
、
国
際
交
流
協
会
を
通
じ

て
中
高
生
を
中
心
に
米
国
へ
の
学
生

派
遣
を
し
て
い
る
。
参
加
し
た
学
生

が
、
市
内
外
を
問
わ
ず
世
界
で
も
活

躍
す
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
今

後
は
、
様
々
な
分
野
で
の
交
流
を
効

果
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
を

誘
致
活
動
の
現
状
は
。

昨
年
度
の
企
業
訪
問
の
実
績
は

1
1
4
社
に
上
り
、
金
融
機
関
や
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
も
訪
問
し
た
。
県
が
設

置
す
る
東
京
事
務
所
に
職
員
を
派
遣

し
て
、
首
都
圏
で
も
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
、ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
り
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
て
い
き
た
い
。

平
等
な
学
習
環
境
を
子
供
た
ち
に

人
口
増
加
に
よ
る
普
通
教
室
の

不
足
へ
の
対
応
は
。

市
内
で
は
山
梨
地
区
、
袋
井
北

地
区
、
袋
井
南
地
区
で
区
画
整
理
や

宅
地
造
成
な
ど
に
よ
る
児
童
や
生
徒

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
市
は
児

童
生
徒
数
の
推
移
を
的
確
に
捉
え
、

教
育
環
境
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営
に
支
障

を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
に
対

応
し
た
い
。 

山科東工業団地付近の航空写真

高
橋 

美
博 

議
員

伊
藤 

謙
一 

議
員

国保の加入・脱退手続きをする窓口
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
は

県
の
第
4
次
地
震
被
害
想
定
に

よ
っ
て
、
本
市
が
作
成
中
の
地
域
防

災
計
画
等
に
大
き
な
修
正
や
課
題
に

な
る
こ
と
は
何
か
。

津
波
浸
水
区
域
や
避
難
場
所
な

ど
、
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
が
必

要
に
な
る
。
ま
た
、
住
宅
等
の
耐
震

化
の
更
な
る
推
進
、
各
家
庭
の
備
蓄

品
の
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

原
子
力
災
害
対
策
編
は
防
災
で

は
な
く
避
難
計
画
で
は
な
い
か
。

本
編
は
、
本
市
が
U
P
Z
区
域

に
な
っ
た
た
め
義
務
付
け
ら
れ
た
計

画
で
、
万
が
一
原
子
力
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
避
難
や
屋
内
退
避
な
ど

の
防
災
方
針
を
示
し
て
い
る
。
今
後

は
、
本
編
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
浜
岡
原
発
の
安
全
確
保
や
再
稼

働
の
是
非
等
に
関
す
る
協
議
に
参
画

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

健
康
文
化
都
市
の

落
と
し
所
が
つ
か
め
な
い

健
康
文
化
都
市
像
を
見
え
る
化

す
る
た
め
に
、
C
I
戦
略
や
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

健
康
文
化
都
市
を
目
指
す
こ
と

を
市
民
に
よ
り
強
く
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
地
域
ご
と
に
話
し
合
っ
た

り
、
有
識
者
を
含
め
様
々
な
方
か
ら

意
見
を
伺
っ
た
り
し
な
が
ら
、
本
市

の
C
I
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

廣
岡 

英
一 

議
員

市
長
選
挙
公
約

実
現
へ
の
取
り
組
み
を

中
央
図
書
館
と
施
設
内
の
こ
ど

も
未
来
館
建
設
の
進
め
方
は
。

学
習
の
疑
似
体
験
が
で
き
る
こ

ど
も
未
来
館
的
機
能
を
持
た
せ
た
図

書
館
建
設
を
、
移
転
新
設
や
集
約
な

ど
多
角
的
に
検
討
す
る
。

来
年
、
学
識
経
験
者
か
ら
成
る
（
仮

称
）
中
央
図
書
館
構
想
策
定
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
平
成
27
年
度
の
構
想

策
定
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

高
校
野
球
の
公
式
戦
が
で
き
る

野
球
場
建
設
の
進
め
方
は
。

建
設
時
期
、
規
模
、
場
所
等
、

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
市
民

や
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
の
意
見
を
も
と

に
、
最
適
な
整
備
方
針
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
る
。
尚
、
球
場
内
に
災
害

時
の
物
資
の
備
蓄
等
、
防
災
機
能
も

含
め
て
研
究
し
た
い
。

市
内
全
域
の治

水
対
策
を
望
む

こ
れ
ま
で
の
豪
雨
を
教
訓
に
、

川
井
西
地
区
を
は
じ
め
、
市
内
全
域

の
更
な
る
治
水
対
策
を
望
む
が
。

浸
水
セ
ン
サ
ー
等
の
設
置
で
得

ら
れ
た
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
き
浸
水

常
襲
地
区
な
ど
の
効
果
的
な
治
水
対

策
に
努
め
た
い
。
川
井
西
地
区
の
浸

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
排
水
ポ
ン
プ

の
設
定
変
更
で
対
応
し
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

UPZ：原子力災害の緊急時防護措置を準備する区域。原子力施設から概ね5～30kmの範囲を示す。

台風の来襲で崩れた浅羽海岸の防潮堤

袋井図書館の受付カウンター
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市
南
部
地
域
の
主
要
道
路
整
備
は

広
域
的
な
主
要
幹
線
道
路
な
ど

の
整
備
の
遅
れ
が
、
地
域
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
県
道
磐
田
掛
川
線
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
と
対
応
は
ど
う
か
。

平
成
23
年
度
に
測
量
設
計
、
24

年
度
に
物
件
調
査
を
実
施
し
た
。
本

年
度
は
用
地
補
償
を
進
め
て
い
く
。

本
路
線
は
交
通
量
が
多
く
、
磐
田
市

へ
の
通
学
・
通
勤
の
主
要
な
道
路
で

あ
る
た
め
、
早
期
整
備
に
向
け
て
県

へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

県
道
中
野
諸
井
線
に
つ
い
て
、

富
里
中
地
内
の
改
良
は
。

富
里
中
公
会
堂
か
ら
富
里
下
地

区
ま
で
の
区
間
は
、
道
幅
も
狭
く
通

学
時
に
危
険
が
伴
う
状
況
で
あ
る
。

道
路
構
造
や
ル
ー
ト
等
の
課
題
を
整

理
し
、
県
道
袋
井
大
須
賀
線
外
二
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
、

早
期
事
業
化
を
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

都
市
計
画
道
路
浅
名
五
十
岡
線

の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

県
道
袋
井
大
須
賀
線
か
ら
支
所

に
至
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
浅
羽
支

所
や
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
都

市
計
画
道
路
の
再
検
証
の
結
果
や
地

域
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

事
業
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

浅
羽
海
岸
浸
食
と
養
浜
に

抜
本
的
対
策
を

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
事
業
は
停
止

し
た
ま
ま
9
ケ
月
経
過
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
究
明
と
対
策
は
。

海
藻
等
の
異
物
吸
引
に
よ
り
過

大
負
荷
を
生
じ
機
器
が
焼
き
付
く
た

め
、
改
良
中
で
あ
る
。
海
亀
の
産
卵

期
を
考
慮
し
て
、
9
月
下
旬
に
総
合

試
運
転
を
再
開
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

太
郎
助
前
海
岸
は
台
風
の
度
に

浸
食
さ
れ
、
補
修
を
繰
り
返
し
て
お

り
、住
民
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。

抜
本
的
な
対
策
を
。

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
事
業
の
本
格

稼
働
に
よ
り
、
年
間
8
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
砂
が
太
郎
助
前
の
海
岸
に
搬

送
さ
れ
る
こ
と
で
、
抜
本
的
な
浸
食

対
策
に
な
る
と
考
え
る
。
早
期
に
本

格
稼
働
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
稼
働
後
も

県
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
対
応
し

て
い
き
た
い
。

浅
羽
支
所
の
存
続
を
望
む    

浅
羽
支
所
と
周
辺
施
設
は
市
南

部
の
地
域
振
興
ま
た
防
災
拠
点
と
し

て
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。
支
所
存

続
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

南
部
地
域
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
招
か
ぬ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

支
所
機
能
や
行
政
需
要
等
に
つ
い
て

内
部
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域

審
議
会
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
支
所
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

大
石 

重
樹 

議
員

浸食された浅羽太郎助前の海岸

改良工事が望まれる県道磐田掛川線
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防
潮
堤
強
化
の
取
組
に
具
体
策
を

袋
井
市
南
部
地
区
安
全
確
保
の

た
め
の
緊
急
課
題
で
あ
る
防
潮
堤
強

化
の
具
体
化
策
は
。

静
岡
県
が
示
す
津
波
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
要
望
す
る

ほ
か
、
遠
州
灘
沿
岸
保
全
対
策
促
進

期
成
同
盟
会
に
加
盟
し
て
い
る
関
係

市
と
連
携
し
て
、
防
潮
堤
強
化
を
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

津
波
一
時
避
難
施
設
の

早
期
整
備
を
望
む

地
域
住
民
の
実
態
を
踏
ま
え
た

進
捗
状
況
は
。

中
新
田
命
山
は
、
平
成
25
年
度

内
に
用
地
取
得
を
完
了
し
、
測
量
・

設
計
を
実
施
の
う
え
、
平
成
26
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
湊
西

命
山
に
つ
い
て
も
、
平
成
25
年
度
内

の
用
地
取
得
と
、
平
成
26
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
推
進
を

平
成
25
年
度
の
具
体
的
取
組

は
。

平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
「
通

学
路
安
全
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
自
転
車

通
学
が
多
い
こ
と
に
配
慮
し
、
交
通

安
全
指
導
を
徹
底
さ
せ
る
。
全
体
を

通
じ
、地
域
と
学
校
が
よ
り
連
携
し
、

通
学
路
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

入
札
に
最
低
制
限
価
格
を

設
け
た
意
義
は

市
は
建
設
工
事
の
入
札
に
最
低

制
限
価
格
制
度
を
採
用
し
た
が
、
こ

の
制
度
を
広
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

こ
の
制
度
は
著
し
い
低
価
格
受

注
に
よ
る
公
正
な
取
引
秩
序
の
阻

害
、
下
請
け
業
者
の
保
護
、
品
質
の

確
保
、
地
域
建
設
業
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
導
入
し
た
。
設
計
や
測

量
等
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
先
ず

は
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
実
施
に

向
け
研
究
し
て
い
き
た
い
。

入
札
方
式
に
価
格
一
辺
倒
で
な

く
、
品
質
や
能
力
、
地
域
貢
献
度
を

評
価
に
加
え
る
総
合
評
価
方
式
を
増

や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

平
成
19
年
度
か
ら
建
設
工
事
の

入
札
に
総
合
評
価
落
札
制
度
を
始
め

今
年
度
は
10
件
の
採
用
を
目
標
と
し

て
い
る
。
今
後
、
建
設
関
連
に
お
け
る

設
計
や
測
量
等
へ
の
委
託
業
務
の
入

札
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

国
際
交
流
協
会
に

期
待
す
る
も
の
は

設
立
30
年
に
な
る
市
国
際
交
流

協
会
も
、
時
代
と
共
に
そ
の
役
割
も

変
化
し
て
い
る
。
市
が
協
会
に
期
待

す
る
も
の
は
何
か
。

国
際
交
流
を
進
め
る
上
で
、
海

外
都
市
と
の
交
流
、市
民
の
国
際
化
、

多
文
化
共
生
の
3
つ
の
柱
が
重
要
と

考
え
る
。

寺
田 　

守 

議
員

湊命山の整備工事

2月の国際交流フェスタ
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内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

北
部
地
域
の
取
り
組
み

新
・
現
東
名
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
北
部
地
域
の
構

想
は
。三

大
都
市
圏
へ
の
「
食
と
農
」

の
一
大
供
給
拠
点
と
位
置
づ
け
、
工

場
や
研
究
所
、
物
流
施
設
等
を
集
積

す
る
た
め
に
、
本
市
は
総
合
特
区
制

度
に
よ
る
規
制
緩
和
や
財
政
支
援
を

受
け
て
事
業
の
推
進
を
図
る
。

 

北
部
地
域
の
幹
線
道
路
整
備
の

現
状
と
課
題

山
梨
中
央
通
り
線
整
備
後
の
掛

川
山
梨
線
沿
線
の
整
備
計
画
は
。

袋
井
駅
森
線
と
山
梨
中
央
通
り

線
の
一
体
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
早
急
に
着
手
し
た
い
。
沿
線

の
商
業
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、

地
区
計
画
を
含
め
研
究
し
て
い
き
た

い
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
整
備
と

今
後
の
予
定

下
山
梨
西
ノ
街
道
整
備
計
画
は
。

生
徒
が
車
両
と
す
れ
違
う
際
に

危
険
な
状
態
で
、
昨
年
度
は
地
元
自

治
会
か
ら
拡
幅
整
備
の
要
望
も
出
て

い
る
。
今
後
は
、
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
道
路
整
備
に
お
け
る
事
業
化
準

備
制
度
に
お
い
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

ふ
く
ろ
い
観
光
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

事
業
の
成
果
は

こ
の
事
業
の
中
で
【
ほ
っ
と
な

町
並
み
景
観
創
出
事
業
】の
成
果
は
。

遠
州
三
山
の
門
前
業
者
を
中
心

に
し
た
15
人
で
課
題
の
掘
り
起
し
な

ど
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
に
は
、

整
備
計
画
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
づ

く
り
を
進
め
平
成
27
年
度
か
ら
具
体

的
に
動
き
出
す
。

 

教
育
振
興
会
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は

吹
奏
楽
部
の
楽
器
は
、
市
が
購

入
し
、
学
校
に
貸
与
す
る
方
法
が
取

れ
な
い
か
。

本
来
は
市
が
各
学
校
に
配
分
し

て
い
る
予
算
で
対
応
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
地
域
の
振
興
会
か
ら
部
活
動

の
活
性
化
を
思
っ
て
の
温
か
い
ご
支

援
、
学
校
教
育
の
充
実
を
願
っ
て
の

善
意
と
受
け
止
め
て
い
る
。

教
育
方
針
「
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
」
の
効
果
は

フ
ー
ち
ゃ
ん
先
生
や
学
校
健
康

安
全
支
援
員
の
効
果
は
。

養
護
教
諭
が
子
ど
も
に
寄
り
添

う
時
間
が
増
え
、
心
の
ケ
ア
が
必
要

な
子
ど
も
に
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
話

を
聞
い
た
り
、
指
導
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
安
心
し
て
学
校

に
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
各
学
校
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
進
め
て
行
く
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

法多山の門前

交通量が多いJA山梨支店北交差点
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南海トラフ巨大地震対策の推進と
法整備を求める意見書

　全国の地方自治体では、東日本大震災の
教訓を踏まえ、巨大地震対策、津波対策、
液状化対策及び原発震災対策に全力で取り
組んでいる。
　そのような中、国は平成23年12月27日
に「津波防災地域づくりに関する法律」
を施行した。また、平成24年3月に南海
トラフ巨大地震の揺れと津波高の推計を
公表し、同8月には詳細な津波高と都道府
県別の人的・物的被害を想定した。さら
に、平成25年5月28日には、中央防災会
議から、避難者は最大で950万人に上り
半数程度しか避難所に入れないことや東
海地震の予知は困難との見解などの最終
報告が発表された。
　このような中、関係自治体住民の間には
大きな不安が広がり、海岸部からの人口流
出なども見受けられている。また、財政需
要が多様化する今日の地方自治体にあって
は、防災対策が緊急の課題であっても、そ
れに対応する財政負担には限界がある。
　よって、国においては、南海トラフ巨大
地震対策を推進する法律を早期に制定し、
下記事項を実現するよう強く求める。

記

1.南海トラフ巨大地震に対応した緊急対
策の実施及び財政支援制度の創設
2.南海トラフ巨大地震に対応した地震対
策大綱・応急活動要領の早期策定
3.南海トラフ巨大地震に対応した観測体
制のさらなる充実と強化

議員提出意見書（要旨）
次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総
理大臣、担当大臣あてに提出しました。

重度障害者（児）医療費助成制度
における精神障害者の適用改善に
関する意見書

　静岡県における重度障害者（児）医療費
助成制度は昭和48年（1973年）に事業開
始され、精神科入院医療費については精神
障害者に対しても、ようやく平成24年10
月から手帳1級所持者に適用されるように
なった。しかしながら、精神障害者手帳2
級、3級所持者は、この制度の対象外にあ
る。
　精神障害者の病気の回復は必ずしも順調
な過程を辿るものではなく、様々の原因に
より再発・悪化したときは入院を余儀な
くされ、このような場合は一時的にも「精
神疾患の重度状態」というべきである。こ
うした実態から、静岡県内の2級所持者以
下の精神障害者の中には、「潜在1級所持
者」がかなりいるものと考えられる。
　さらに、入院を経験するような状態の精
神障害者の殆どは、就労が困難で障害年金
程度の収入しかなく、入院医療費の負担は
障害者家庭にとって非常に厳しいのが実情
である。
　ついては、これらの状況を踏まえ、静岡
県の重度障害者（児）医療費助成制度にお
いては、現行の精神障害者手帳1級所持者
に加え、2級及び3級所持者の精神科入院
医療費も対象に含めるよう制度を改めるこ
とを強く要望する。

関係団体からの陳情を受けて、市議会
で協議した結果、県知事あてに意見書
を提出することに決定したものです。

次の意見書を、静岡県知事あてに提出し
ました。

市議会だより
H25.7.15■ No.42

ふくろい9



常任委員会レポート常任委員会レポート 平成25年度一般会計補正予算をはじめ、条例の改正
などの議案を各常任委員会で審査しました。

■民生文教委員会
●一般会計補正予算（第1号）
－債務負担行為　袋井B&G海洋センター

ほか4施設の指定管理委託－

Qサンライフ袋井は、労働者福祉や
文化的な要素を持つが、袋井B&G

海洋センターのプールや袋井体育セン
ターなどスポーツに係る施設と同じ枠組
みで、運営上問題はないか。

A現在、袋井B&G海洋センターの
プール管理運営を委託している事

業者からは様々なソフト事業が提案さ
れ、利用者からも好評を得ている。今
後、指定管理をお願いする事業者にも、
的確な管理運営を依頼する。また、各施
設が隣接しているため管理運営面でも柔
軟な対応や相乗効果が期待できる。公募
におけるヒアリング等において、能力の
ある候補者を選定していきたい。

●一般会計補正予算（第1号）
－債務負担行為

風見の丘の指定管理委託－

Q直営であった風見の丘を指定管理
者制度により他の施設と一体的に

管理することで、どのような経費が節減
される見込みか。

A人件費や管理運営面など全体では
減額となる。一部、プール等監視

業務等委託料の部分では、増額となる可
能性もある。

■総務委員会
●一般会計補正予算（第1号）
－債務負担行為
宇刈いきいきセンター指定管理委託－

Q地元の施設として意識を持っても
らうために、裁量権と前回までの

委託料年額60万円に加えて、一般会計
で支出していた修繕料30万円を上乗せ
して上限額を設定しているが、根拠は何
か。何故そうしたのか。

A過去4年間の修繕料の実績が、年平
均28万円程度であることから30万

円とした。修繕の内容は軽微なものが多
いため、市が発注するよりも地元で発注
するほうが迅速に対応できることから、
問題点解消のため、このような形にした。

Q指定管理者の候補者選定は非公募
で、地元の自治会連合会が指定管

理者となる。施設運営経験のない地元の
方が経営にあたることになるが、指定管
理委託料上限額の設定にあたり、地元と
どのような協議をしてきたか。

A今回の指定管理委託のための意見
聴取では、地元から人的な支援を

求めたいとの意見があった。独自の財源
を増やすために新たな自主事業を企画す
ることを市と地元と一緒に考え、そのた
めに、財政的な支援ができないか協議を
した。

宇刈いきいきセンター指定管理者制度が導入される「風見の丘」

市議会だより
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■建設経済委員会
●一般会計補正予算（第1号）
－債務負担行為

サンライフ袋井の指定管理委託－

Qサンライフ袋井は、運動施設と合
わせた指定管理となるが、労働者

関係の事業は具体的にどのように指導し
ていくのか。

A労働行政の根幹となる事業につい
ては指定管理には含めず、行政が

主体となって進める。労働者の福祉増進
については、指定管理者のノウハウを活
用したサービスの充実を図るなど、労働
施策全般に対して意を配していきたい。

●一般会計補正予算（第1号）
－債務負担行為
田原農村総合管理センターの指定管理委託－

Q センターの利用状況はどうか。田
原地区の公民館を補完する施設と

思うが、柔軟なサービス提供という面か
らも、使用料の減免の状況はどうか。

A 下新池自治会に管理委託し、運営
をお願いしている。センターの稼

働率は86.9%、年間の利用日数は318日
である。使用料は下新池自治会の班長会
や祭典関係は無料としているが、その他
については、下新池自治会員の使用で
あっても有料である。また、減免につい
ては、同じ団体が年間10回以上使用す
る場合には、減額の措置がある。

平成25年度4月分政務活動費の会派別収支状況
【平成25年4月に行われた市議会議員の改選前の任期（任期満了日：4月23日まで）における議会の会派別収支状況】

　袋井市議会政務調査費の交付に関する条例の一部が改正され、各会派から提出された収支報告書について使途の
透明性の確保に努めることになったため、今年度以降の政務活動費に係る会派別の収支状況を議会だよりや市の
ホームページにおいて公開することになりました。政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するために必
要な経費の一部として市から会派に交付するもので、地方自治法に基づき条例で定めており、会派の所属議員数に
月額2万5千円を乗じた額を、議会の会派からの申請により交付します。

（円）
会　派　名 自民公明クラブ（8人） 日本共産党（2人） 合計
収　入 200,000 50,000 250,000

・自由21（5人）
・自民ふくろい（2人）
・市民くらぶ（2人）
・無会派（1人）
からは政務活動費の交付
申請がありませんでした。

支　

出

調査研究費 0 0 0
研修旅費 0 0 0
広報費 0 83,591 83,591
広聴費 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0
会議費 0 0 0
資料作成費 2,392 0 2,392
資料購入費 0 0 0
人件費 0 0 0
事務所費 0 0 0

合　計 2,392 83,591 85,983
返　還　金 197,608 0 197,608

※返還金は市へ返納されました。

袋井市労働者福祉センター　サンライフ袋井

市議会だより
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No.42

植物油インキを
使用しています

再生紙を
使用しています

ふくろい

　今議会から、議会改革の一環として一般質問に一問一
答を導入し、一括質問との選択制になりました。さらに、
新メンバーの議会改革特別委員会が立ち上がり、より開
かれた議会を目指し、調査・研究がされていきます。紙
面作りにも〈議会の今〉が的確に反映されるよう、意を
配していきたいと考えております。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

※会議録はホームページのほか、市役所内情報公開
コーナー、議会事務局、各図書館で閲覧できます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方など、段差解消機を利用し
　傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴器、段差解消機をご利用の際には、議会事
　務局へ声をおかけください。

9月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 9月 3日（火） 開会、議案の説明
  10日（火） 市政に対する一般質問
  11日（水） 市政に対する一般質問
  12日（木） 市政に対する一般質問・議案質疑
  17日（火） 議案の審査（常任委員会）
  18日（水） 議案の審査（常任委員会）
  19日（木） 議案の審査（常任委員会）
  30日（月） 委員長報告～採決、閉会

　去る5月22日、
東京日比谷公会堂
において、第89
回全国市議会議長
会定期総会が開催
され、永年勤続議
員に表彰状が贈呈
されました。
　本市議会では、
寺井紗知子議員が
議員在職25年以
上により、表彰を
受けました。

全国市議会議長会の表彰

お詫び
　平成25年6月15日に発行しました本紙No41号
2頁の監査委員人事について、誤りがありました。
　　　　 正　　　　　　　　　 　誤
 原田達功（学識経験）      原田達功（議会選出）
 大庭通嘉（議会選出）
　また、表紙に掲載しました写真の花の名称は、特
定外来生物の「オオキンケイギク」でした。訂正し
てお詫びいたします。

「ようこそ議長室へ」
　議会の仕組みや市政全般についての御意見
や要望、相談などを、議長と副議長が直接お
聞きします。予約制で、一人あたり約30分間
です。御希望の方は、議会事務局へお電話く
ださい。議長及び副議長が急な公務で不在と
なる場合もあるため、事前の御予約をお願い
いたします。

【実施日】
 8月 5日（月） 9:00～11:00
 8月 19日（月） 9:00～11:00
 10月 21日（月） 9:00～11:00
 11月 5日（火） 9:00～11:00
 11月 18日（月） 10:00～12:00
以降の予定は、次号でお知らせします。

【電話】　0538－44－3143（直通）


